7月19日　第3回学習情報交換会　　
花見川区健康福祉センター　　　参加者10名

　今回話された内容は主に以下の内容でした。

· 千葉市や千葉県の放射能対策の現状について

· 行政や議会にどのような要望や働きかけをしたら良いか

· 自宅の土壌調査をした結果について

千葉県内でも東葛を中心に放射能への対策を求める市民の動きが活発化しています。

私達の中でもこれまで市への要望書や議会への陳情・請願など取り組みたいとの声が出ていました。まず地元の千葉市、千葉県がどのような対策を講じているのか把握したほうが良いとの考えから、聞き取り調査などしてきましたので、その報告を中心に意見交換をしました。
1、報告内容
大気や土壌の検査について

千葉県

空間線量を測定するため2126万円の予算をつけ35台の測定器を購入。

そのうち30台を市町村に貸し出す。測定に当たっては2回の研修を実施し、職員が測定する。
市立幼稚園に関しては事業者が市に申し入れれば貸し出すことが出来る。

定点観測は市原に加え旭市でも実施する。

車で走行しながらの測定　7月11日から14日実施　今後マップで公表

海水調査　6月18箇所　5ｍ水深のところ

砂浜　　　65地点　1ｃｍ、50ｃｍ、1ｍ

千葉市
既にHPでも公開している6月に市独自に調査をした市内18ヶ所と県調査2ヶ所合計20ヶ所の結果を7月15日の市政だよりでも広報する。
測定して、市内全体で線量は高くないと判断しているが、測定を継続してゆくことの必要性はあると考えるので県から貸し出される測定器で実施していく。
県の測定器の機種・・NAIシンチレーションサーベーメータ　６０万円
　　　　　　　　　　TCS-172B　日立アロカ

測定箇所は減らすことはあるが、増やすことは考えていない。
7市（浦安、市川、船橋、習志野、八千代、千葉、市原）でチームを作り、同じ条件で比較できるようにする方向。
千葉市としては1ｍ,0.5ｍで実施する。１ｃｍのところは実施する考えはない。
・私たちが調査した結果から見ると土壌に定着しているセシウムの影響が大きい。地上1cmではかり、身近なところにあるスポット的なところを把握していくためにも1cmの調査はお願いしたいが・・・船橋は１ｃｍと土壌も計測しているが結果への評価が難しい。また数字への反応が大きかったとの職員の話も聞いている。
· 文科省、原子力安全委員会で１ｃｍの調査を示しているが市としての考えは？・・・1cmについては土壌から作物への影響の点が問題としているのではないか。人体の下腹部への影響などは0.5ｍで十分と考える。１cmをやらなければならないという理由はない。

· 千葉大大学院の久下教授や放医研の鈴木室長のコメントについてうかがう。・・・千葉大の久下教授の専門は画像と聞いている。放射能の専門ではないが、コメントが欲しいとお願いし、名前を出してよいとの了解をえて行っている。謝礼は払っていない。放医研葉組織では時間がかかるので個人として。
・　年1ミリシーベルトと言うが法的にどうなのか。守らなければいけないという事に関して法的にきめられていないと聞いている。
食品検査について

千葉県

出荷段階の調査を市町村と協力し実施。現在は分析センターに外部委託し、週30検体。原乳、飼料は2週間に一回調査。

食品検査として4000万円予算であらたに測定器購入し、食品衛生研に置く。現状の外部委託に加えて週25検体が検査可能となる。安全農業振興課担当。

千葉市

流通段階での調査の拡大市独自に実施している。現状では、市場やスーパーなどから週3検体、1検体につき2㎏，多摩の分析センターに送り実施している。（検査費　21,000円、送料別）
あらたに8月に食品検査の測定器を購入する。ＮａＩシンチレーションサーベイメータ（日立アロカ）本体60万、容器等110万円　合計170万円のもの１器。シーベルトをベクレル換算するもの。環境保健研究所(健康科学課担当）におき、数値の出たもので詳細が必要なものを分析センターに送る。検査に関しては、緊急時における食品の放射能測定マニュアル(H14厚労省）に基づき行っている。　
清掃工場の焼却灰、上下水処理場汚泥など
千葉市

清掃工場の焼却灰は外部委託で調査する。７月下旬に結果が出る。
学校施設などからの汚泥や汚染物質の扱いは・・それぞれの判断。学校の敷地内においてあるものやうめてあるものなどの把握は全くしていない。ほとんどは下水に流しているのではないか。
８０００ベクレル以下なら廃棄物として処理できるので、廃棄物として処理している。
2、報告後の意見交換
・　食品検査では移行係数などは考慮に入れているのだろうか。
· 年間1ミリシーベルト問題はICRPの勧告など混乱してわかりづらい。法律分野に詳しい方の話も聞き、調査したい。

· 東大キャンパス内で、除染の方法などプロジェクトが立ち上がったので、つながっていくと良いのではないか。
· 船橋の土壌調査結果がホームページに載っている。チェルノブイリの第3区分放射線管理区域の様な地域がある。
· 給食食材は地産地消など進み、土壌の汚染を見ると心配。

· 清掃工場の飛灰の調査はしているのか。またバグフィルターはどの程度放射能の飛散を防いでいるのか。
などの質問や意見が出され、必要なものは今後も調査することにしました。
・四街道の御自宅の土壌調査をされた方からその結果を聞きました。

場所　四街道市内　採取日　6月4日　セシウム全体　1,062Bq/kｇ　
　　　20倍換算で12,380Bq/㎡　　文科省方式の65倍換算で40,235 Bq/㎡　

　数値だけでは実感できなくとも、チェルノブイリの放射線管理区域の37,000 Bq/㎡と比較して説明すると、汚染の程度を理解してくれる。
・行政や議会への働きかけに関しては、まず陳情書と請願はどう違うのか～始まりました。個人や色々な市民団体がそれぞれの立場で出していけるとよい。また議員への働きかけも必要など意見が出ました。今回は時間も足りず具体的な文案を考えるため別の日程を取ることになりました。
